
2022年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL54522B20）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ウガンダ H107 助産師 20～45
歳のみ 個別 交替

4代目 2年 ・2023/3 ・2023/4 ・
2024/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ムベンデ地域中核病院

3）任地（ ムベンデ県ムベンデ ） JICA事務所の所在地（ カンパラ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 3.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

ウガンダ中西部ムベンデ県に位置し、ムベンデ県及び周辺3県を管轄する地域の拠点病院。外来、内科、眼科、歯科、耳
鼻咽喉科、救急、産科、小児科、HIVクリニック、精神科、プライベートクリニック等を持つ総合病院で、病床数約280
床、ス
タッフ数は約200名(医師8名、看護師・助産師約110名等)、年間分娩数は約3,800件。 JICAの無償資金協力事業によ
り2012年に新病棟施設が建設された他、2012年から2020年まで看護師(5S活動推進)や医療機器のJICA青年海外協力隊
の受入実績あり。

【要請概要】
1）要請理由・背景

本配属先には2012年より協力隊員が派遣され、5S活動の導入・推進、医療機器の適正管理・使用推進による「病院サー
ビスの質の向上」を目標に活動してきた。その結果、現地職員主導の下、5S活動の基盤が作られ、現在は継続的な質改
善活動(CQI/KAIZEN)への移行時期にある。また、同国における乳幼児や妊産婦の死亡率は依然として高く、同院でも分
娩後の創部感染予防は取り組むべき喫緊の課題の一つに挙げられている。医療の質向上活動や業務を通じ、現地職員に
対し、医療事故・院内感染率の低減のための具体的な取組方法の紹介や取組を通じた患者中心ケアの重要性への理解を
促している。今後も継続的な支援が必要であるとして、引き続き協力隊員が要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

産科に所属し同僚と協働して、下記の活動を行う。
1.妊婦の健康管理、妊娠中の食事、運動などの生活指導支援を行う。
2.褥婦の体調管理、母乳指導、乳児指導を支援する。
3.その他、配属先の要望に応じて、同僚や看護学生への指導・助言を行う。
※看護業務のうち、感染予防の観点から外来のみとし、分娩室での活動は行わない。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

一般的な医療器具

4）配属先同僚及び活動対象者

■配属先同僚:
・院長 男性1名、事務長 男性・女性各1名
・看護師長 女性1名

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


・産科の看護師(主に女性、20代～40代)、医師
■活動対象者:
・妊婦及び褥婦
・看護学生

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（助産師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：妊産婦、褥婦へ指
導するため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（15～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
・配属先に派遣前に、首都の総合病院にて、助産師免許書き換えのための病棟実習が必須(6 12週程度)。
・任地での生活使用言語は、英語もしくは現地語の一つであるガンダ語。現地訓練期間に語学研修を行う。
・週に2 3回の停電、断水。
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